
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実
践

●学力向上対策評価シートに示したマイプラン
の成果指標を達成した教師８０％以上

・教職員間でのマイプランを共有するとともに、
校内研修等での取組の促進を図る。

B

・校内研に関する事項は共通理解し、実践が
深まっている。

B

・授業づくり，研究会での話し合いを通して，
教師の指導力は高まった。しかし，全体として
はうまく機能をしていない取組もあった。 B

・子供たちのために熱心に取り組んでいただ
いていることに感謝している。

・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任

○意欲的に取り組む児童の育成

○「活用問題ができる力」が身に
つく授業の実践

○「学校は個に応じた指導をしている」と回答し
た保護者８０％以上
○１２月の佐賀県小・中学校学習状況調査の
「記述式」問題において、正答率５０％以上

・児童の実態把握と個に応じた指導を充実させ
るための時間を設定する。
・条件に沿って授業のまとめをしたり、作文をし
たりする活動に各単元１回以上取り組ませる。
（例：50字以内で、キーワードを使って、自分の
考えを入れて 等）
・記述式の思考力テストに前期2回、後期2回取
り組ませる。

B

・いまりっ子タイムや帰りの時間等を利用した
習熟の時間がとれている。
・「いまチャレ」において、条件に沿って文を
作ったり要約したりする問題や筋道立てて解
いたりする問題に取り組み、力をつけてきてい
る。
・思考力テストを学期に2回実施し、慣れてき
ている。

B

・記述式問題に取り組ませる実践を通して，
児童のスキルは高まった。しかし，それを数値
で見る機会がなく，客観的に評価できる方法
が必要である。
・思考力テストやいまりっ子タイムの取組は，
学年任せのところもあり，今後検討が必要で
ある。

B

・先生方は頑張ってもらっていると思う。
・研究主任
・学力向上対策コーディ
ネーター

●「根っこの教育」の充実
　　～「３つのあふれる」を中心に
～

○「感謝の言葉や思いやりの言動が増えた」と
回答した保護者８０％以上
○「市作成の『いのちの教育指導資料』と『伊万
里っ子しぐさ』を積極的に活用している」につい
て、肯定的な回答をした教師７０％以上

・各学年の企画書の中に具体的方策を明記し
実践していく。
・市作成の「いのちの教育指導資料」と「伊万
里っ子しぐさ」を年間指導計画に位置づけ活用
を推進する。 B

・各学年でそれぞれの具体的方策をもち、実
践している。
・道徳教育推進教師が「いのちの教育指導資
料」の内容について呼びかけを行い、「ふれあ
い道徳」で活用し、啓発を行った。
・「いまりっこしぐさを積極的に活用している」
では毎朝全校放送にて行動を啓発している。

B

・児童アンケートから「友達のいやがることを
言わないようにしている」は約９２％だった。
「進んで挨拶をしている」は約８９％だった。
・教師からは約６０％が肯定的な回答であっ
た。
・「いのちの教育指導資料」「伊万里っ子しぐ
さ」の活用を引き続き呼びかけていきたい。・

B

・感謝の言葉や思いやりの言葉は、家庭の
中、日常生活の中でたくさん使うのがいいで
すね。

・道徳教育推進教師
・各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止
等のための取組、事案対処等）について組織
的対応ができている」と肯定的に回答した教員
８０％以上

・いじめの対応についての研修を適宜行い、職
員の意識を深めていく。

・道徳の授業に文部科学省HP「友達かかわり
作りプログラム」を活用し、児童の「いじめ」に対
する正しい理解を深め、実生活に役立つスキル
を身につけさせる。

B

・いじめの未然防止のための「自問掃除」、
「挨拶」、および全職員の細やかな声かけを行
い、気づいたことを情報交換することができ
た。
・「友達かかわり作りプログラム」の活用を促し
ていきたい。

B

・学校評価の児童、保護者の回答より、元気
に登校し、思いやりのある言葉を使っている
割合が共に90％を超えていることから、本校
で行う人権週間の各学級の取り組みとその紹
介、年間を通じて行う「ありがとうの花束」の掲
示と紹介などが児童の心に浸透しているのだ
と思われる。ただ、いじめ防止の組織的な取
り組みについて職員の評価が90%を切ってい
たので次年度検討する必要がある。

B

・いじめについては、アンケートを取ったり、日
頃から先生方が子供たちをよく見ていただい
ていると思う。もっともっと保護者への啓発を
行ってもらいたい。

・生徒指導主任
・人権・同和教育主任
・各学年主任

●児童が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童７０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした児童７０％以上

・授業や日々の生活の中で児童の良さを見つ
け、本人を認めたり、全体に紹介したりする。
・「キャリアパスポート」を活用し、日々の生活と
将来の自分自身の姿を繋げていく。

B

・授業中に発表の仕方やノートのとりかた、行事で
の活躍など、手本となるものを取り上げ、褒めるこ
とができた。全体に紹介することで、その良さが周
囲の児童にも広がった。
・学年に応じて「キャリアパスポート」を活用するこ
とができた。昨年度の自分の様子と比較すること
で成長を実感し、将来に向けてさらに成長できる
よう意欲を高めることができた。

B

・様々な場面で、教師が児童を褒める場面が
見られた。担任以外の教師も褒めることで、
認める場が増えた。
・「将来の夢」を明確にもてなかった児童も、
キャリア教育を行う中で自分の夢とそれに向
けて必要なことをしっかりと考えることができ
るようになった。

A

・一人一人大切に接してありますね。

・各学年主任
・教頭

◎全校児童が、地域とつながる行
事等へ参加し、郷土愛を育む教育
活動

○「自分の住む町が好きである。」について、肯
定的な回答をした児童９０％以上

・地域の教育資源や人材を活用した教育活動
（体験活動）を実施したり、地域とつながるプロ
ジェクトを実施したりする。

B

・「トンテントンを盛り上げよう」をテーマに全学
年で取組を行った。3年ぶりということもあり、
初めて取り組む職員もいたが、全学年前向き
に取り組むことができた。「テカピカ運動」は、
メディアによる放映もあり、周知することがで
き、地域のまちづくり運営協議会の参加も増
えてきた。

B

・「自分の住む町が好き。」「だいたい好き」と
答えた児童が約９1％であった。トンテントン学
習会を継続して行ってきて、児童も楽しみにし
ている。出番町以外の児童も祭りへの参加の
意欲が高まっている。昨年まで３年生以上の
学年でお祭り学習会を行っていたが、１年生も
生活科の授業で行った。今後も地域を知り誇
りに思う児童を育てていきたい。

B

・町の行事にもっと参加してください。

・教頭
・各学年主任

●望ましい食習慣と食の自己管理
能力の育成

●「健康に食事は大切である」と肯定的に考え
る児童９５％以上
●「健康に良い食事をしている」児童、９０％以
上
○朝食をとって登校する児童９５％以上

・生活状況調査、食に関する意識調査を実施
し、適宜指導していく。

・給食だよりを発行する。
B

・栄養面、マナー等多方向から「食」について
発信・作成することで「健康に食事は大切」の
に意識づけができた。
・「朝ごはんの大切さをしろう」の授業では、な
ぜ朝ごはんを食べたほうがいいのかを体・頭・
お腹の3つのスイッチに例え3つとも押せる朝
ごはんを考えさせることができた。

B

・「健康に食事は大切である」は98％、
「食事をきちんととる」は90％、「朝食をとって
登校している」は97％と目標値に達することが
できました。引き続き「健康に食事が大切であ
る」事を学校生活において、より実感できるよ
うにお便り、授業などで啓発に努めたいと思
います。

B

・一日のパワーは、朝食です。快食を目指して
ほしいです。 ・学校栄養職員

・保健主事
・食育推進担当者

○「運動習慣の改善や定着化」 ○外遊びを各学級で推奨し、運動場で毎日遊
ぶ児童７０％以上

・昼休みの外遊びの励行や、職員自身も児童と
一緒になって運動に親しめるような取組を保体
部が中心になって行う。

B

・児童と一緒に遊ぶ職員も多く、たくさんの児童が
外で遊ぶことができた。
・ジョギング月間を長い期間設けて取り組んだ。昨
年と違い、放送による呼びかけをしなかった。その
結果、主体的に取り組んでいる様子を見ることが
できた。しかし、呼びかけをしないことで、全く走ら
ない児童もいた。

B

・昼休みなど、運動場で「よく遊んでいる」「だ
いたい遊んでいる」と答えた児童が約６８％と
７０％以上という目標数値を達成できなかっ
た。今後は、外遊びの大切さなどについて、
保健の授業と関連付けながら教えていく必要
があると思う。
・スポーツチャレンジに取り組む学級が少な
かった。今後は、全校に呼びかけるなどして
取り組む学級を増やしていきたい。

B

・休日等は、地域の広場、運動場で楽しく遊ん
でいます。

・体育主任（保体部）

●業務効率化の推進と時間外勤
務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限の遵守

・定時退勤日を設定する。
・部活動（コーラス部）の休養日を設定する。

B

・毎週金曜日を「定時退勤日」に設定し、職員
室前面の黒板や入り口にカードを掲示し呼び
かけを行い、意識する職員が増えた。しかし、
まだ、時間外勤務が長くなる職員もおり、業務
の効率化も含め指導を続けていきたい。
・コーラス部は、毎週水・金・日と休養日を設
け、徹底することができた。

B

・全職員の時間外勤務時間に対する意識が
昨年度よりさらに変化してきている。退勤時刻
が早くなってきた職員が増えてきた。ただ、定
時退勤日の徹底がまだまだであったり、週休
日に学校で業務に当たる職員が数名いる状
況である。
・業務の効率化について、意識を高めるように
さらに職員へ働きかけていきたい。
・部活動（コーラス部）の休養日はきちんと設
定した。

B

・朝早くから夜遅くまで頑張っていただいてい
るが、働き方改革という視点をもって進めても
らいたい。先生方が健康であることが子供た
ちの為になると思う。

・管理職

○学校行事や業務内容等の改善 ○「働き方改革ができている」について、肯定的
な回答をした教員７０％以上

・校内・校外行事の見直しや通知表（あゆみ）の
作成について検討、改善していくとともに次年度
以降を見越した計画を立てる。

B

・あゆみ作成を前期と後期の２回にすること
で、学期末の繁忙感が少しは軽減されてい
る。
・職員会議のペーパーレス化も定着してきて、
効果を奏している。各部会の中で行事等の見
直しも行われており、業務内容等の改善が図
られてきている。

B

・学年同士で蓄積してきた資料のデータ等を
お互いに交換し合うことによって効率化が図
れている。ＩＣＴを有効活用し、効率化を図りた
い。今後更に業務内容を見直しを行いタイム
マネジメントの必要性等も問うていきたい。
・行事等については，昨年度までの反省をもと
に検討し改善を図った。

B

・働き方改革についてあまり話を聞くことがで
きなかったので、ぜひどのような取り組みをさ
れているのか聞いていみたい。 ・教務主任

・管理職

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

・啓成中校区コミュニティスクールの活動（地域との連携活動）に取り組んでおり、活動内容の充実と地域への貢献度の向上を目指している。
・不登校傾向(登校しぶりなど）児童や気になる児童については、全職員で共有し、校内における支援体制の強化を図っていくことを共通理解した。また、関係機関（SC、SSW、市福祉課等）との連携も今後も深めていく。
・保護者のアンケートの結果より、「子どもたちは、自分から進んであいさつをしているか」、「宿題に目を通しているか」等の回答が低かったので、家庭での教育の役割等について育友会と連携しながら啓発していく。
・「働き方改革」について、教職員の中での意識を高めていけるように、具体策を講じ、よりよい職場づくりを目指す。

２　学校教育目標
 『　輝け！　伊万里小  』
  　○ 一人ひとりが伸びる学校
　　○ 笑顔と活気にあふれる学校

３　本年度の重点目標

　―『きらきら伊小っ子プロジェクト』の推進 ―　＜７つの目標の具現化＞

　3つの「響く」　　　○ 返事が響く　　　○ 挨拶が響く　　　○ 明るい声と歌声が響く

　４つの「あふれる」　○ 感謝の言葉があふれる　　○ 思いやりにあふれる　　○ 笑顔があふれる　　○ 活気にあふれる

学校名 伊万里市立伊万里小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価



様式１（小・中）
（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○「きらきら伊小っ子プロ
ジェクト」の推進

○７つの具体的な目標の実践
・返事が響く　　　　・挨拶が響く
・明るい声と歌声が響く
・感謝の言葉があふれる
・思いやりにあるれる
・笑顔があふれる　　・活気にあふ
れる

○「返事や挨拶がきちんとできている」と回答し
た児童９０％以上
○「『ぽかぽか言葉』や『ありがとう』がよく言え
るようになった」と回答した児童８０％以上

・７つの目標について、校内やコミュニティセン
ター等に掲示する。
・「ぽかぽか言葉運動」と「ありがとう運動」を展
開する。

B

・７つの目標を全教室や校内の目につきやす
いに掲示し、意識化を図った。全員が意識し
ながら取り組むことができている。
・児童の挨拶が声が元気になってきた。」とい
う地域の方からの声を聞くようになってきた。
・代表委員会により全校で取り組んだことで、
「児童は、『ぽかぽか言葉』や『ありがとう』等、
思いやりの言葉を使おうという意識が高まっ
た。

B

・返事や挨拶が「できている」「大体できてい
る」と答えた児童が約９４％とR4よりも６％高く
なった。
・「児童は、返事や挨拶がきちんとできている」
と回答した教員は約６０％となった。児童の回
答と教職員の回答に大きな開きがあり、課題
である。
・「ぽかぽか言葉」や「ありがとう」が「よく言え
る」「大体よく言える」児童が約９２％と昨年度
よりも高くなっている。担任だいけでなく、級外
も同じように重点的に指導を行えたことと、共
通理解ができたからではないかと考えられ

A

・学校に活気があり、子供たちも元気に挨拶
をしてくれました。

・各学年主任
・教頭

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○「特別支援に関する専門性が向上した」と肯
定的な回答をした教員７０％以上

・特別支援に関する研修会を実施する。

・ケース会議を開催したり、情報共有の機会を
設定したりする。 B

・特別支援教育に関する研修を開き、発達障
害への理解や通常学級における支援の方法
について、理解を深めることができた。
・ケース会議を4回、巡回相談を3回実施し、そ
の時だけでなく継続的な支援の在り方につい
て考えることができた。

B

・気になる子研、ケース会議、巡回相談などを
適宜することで、児童理解や具体的な支援方
法を共通理解することができた。
・「特別支援に関する専門性が向上した」と回
答した教員が96％となった。

A

・子供たち一人一人を見るのは大変だと思い
ますが、頑張っていただきたいと思います。 ・特別支援コーディネー

ター
・教育相談主任

○地域・保護者との連携

○家庭での役割や責任を明確に
していく
○コミュニティ・スクールの周知と
連携活動の推進

○家庭での教育についてのアンケート（特に、
朝食、家庭学習、あいさつ）の回答が、昨年度
結果以上
○コミュニティ・センター行事や地域行事への参
加率が昨年度以上

・家庭学習アンケートを実施し、実態を把握した
り、「家庭学習のすすめ」を発行したりする。

・コミュニティ・センター行事や地域行事への参
加を促す。

B

・家庭学習アンケートを12月に実施し、現在分
析中である。分析結果をもとに次年度の校内
研につなげ、生かしていきたい。
・地域行事の参加者が増えてきている。今後
さらに連携を深め、活性化させていきたい。

B

・家庭学習アンケートを分析した結果、保護者
の意識も高まってきていることが分かった。さ
らに次年度の校内研につなげ、生かしていき
たい。
・育友会行事の精選が行われ，十分な実施が
できた。しかし，活動が難しい取組もあるた
め，今後見直しが必要である。

B

・コミュニティセンターの行事のチラシを配布し
ていただき、ありがとうございました。

・校内研（家庭学習部）
・育友会担当者

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

最終評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・コロナ禍が明け、少しずつ学校の様子を保護者や地域の方々に実際に見ていただく機会が持てるようになってきた。来年度は、昔に戻すのではなく、意義などもう一度確認しながら、業務改善の視点を持ちながら、地域と繋がる活動を活性化していく。
・「いじめの未然防止、早期発見、対応」については、今後も職員の意識をさらに高めていく。学校での取り組みについて、保護者へもっと知らせていきたい。
・啓成中学校区のコミュニティ・スクールが始まって３年が経過した。今後、地域との連携をさらに進め、伊万里小学校独自の取り組みということを考えていきたい。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 学校関係者評価


